日本地理教育学会2009年度地方例会（千葉地理学会共催）

「動態地誌学習をどう実践するか」

　

　主催　日本地理教育学会集会委員会・千葉地理学会

　日時　2010年2月27日（土）１４：００〜１７：３０
　場所　千葉大学教育学部　２号館　２１１１教室

　　（JR総武線「西千葉」駅，または京成千葉線「みどり台」駅下車。徒歩約8分）

　　　　http://www.chiba-u.ac.jp/general/about/map/route.html
　

　○基調提案　吉開　潔（千葉県教育委員会・前文部科学省教科調査官）

　　　　　　「動態地誌学習の基本的考え方と実践の方向性」

　○実践発表１　長倉　健（千葉県県民生活課・前千葉市立打瀬中学校）

　　　　　　「中学校における動態地誌学習の実践に向けて」

　○実践発表２　小林正人（都立鷺宮高等学校）

　　　　　　「高等学校における動態地誌的学習の在り方と実践に向けて」

　○コメンテーター　安藤　清（千葉県立佐原高等学校）

　

　　座長　竹内裕一（千葉大学）・小林岳人（集会委員）

　今次の学習指導要領改訂においてもっとも際だった改変は，中学校における地誌学習の復活です。地誌学習重視の方向性は，2009年3月に公表された「高等学校学習指導要領」の「地理B」においても世界の地理的認識を深めるために世界地誌学習を充実させることが謳われており，中・高に共通した改変であることがわかります。

　現行学習指導要領の地理的見方・考え方，学び方の習得をめざした地理学習から地誌学習への回帰は，いわゆる「ゆとり教育」・「低学力」批判の中から導き出されたという側面が強いと思われますが，そのことだけでは捉えきれません。しかも，その地誌学習は動態地誌学習であることが求められています。

　今，なぜ動態地誌学習なのか。今年度の千葉地方例会は，千葉地理学会との共催により，地誌学習のあり方，とりわけ動態地誌学習の実践の方向性を考えてみたいと思います。既に，中学校では地理的分野の教科書編纂作業が進み，動態地誌学習の全体像がおぼろげながら見えつつあります。しかし，教育現場になじみの薄い動態地誌学習を実践するには，導入された理念とその本質を十分に理解する必要があるでしょう。

　皆様方には，ふるってご参加下さいますようお願い申し上げます。

